
福祉の北欧の企業の不正や個人の犯罪は  
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非常に重要なご質問です。 

「北欧＝理想社会」というイメージが強い一方で、企業の不正や個人犯罪が皆無というわけでは

決してありません。 

ただし、発覚率・罰則・社会的な反応・再発防止の仕組みが、日本などと比べて明確に異なりま

す。 

    北欧諸国の企業不正とその特徴 

● 不正は「少ない」わけではないが、「隠蔽されにくい」 

• 不正会計や環境違反、贈収賄事件は時折起きる 

• 例）スウェーデンの大手銀行がバルト三国でのマネーロンダリングに関与（Swedbank、

Danske Bank） 

• 例）ノルウェーの企業が国外で労働搾取で批判（例：石油関連） 

    ただし日本と大きく違うのは： 

1. 発覚後の調査が早く、徹底される 

2. CEO や役員の引責辞任が当たり前 

3. 社外からの調査（第三者委員会）が透明 

4. 再発防止策を社会全体で共有 

● なぜ隠蔽されにくい？ 

• 報道の自由度が世界トップレベル 

• 内部通報制度が整備され、通報者は法律で保護 

• 政治・企業の透明性（腐敗認識指数：北欧は常に上位） 

         北欧における個人の犯罪 

● 犯罪率自体は「低いわけではない」 

• 軽犯罪（窃盗・麻薬・DV など）は一定数存在 

• 特に近年は一部の移民コミュニティをめぐる犯罪が社会問題化（特にスウェーデン） 



• 性的暴行事件も問題視されており、女性団体の活動が活発 

● 特徴 

特徴 内容 

福祉国家でも犯罪は起きる 経済的格差とは無関係に起こる犯罪も多い 

再犯防止に注力 刑務所は更生重視。教育・カウンセリング重視 

犯罪者の人権も重視 厳罰よりも「社会復帰」を制度的に支援 

DV・性犯罪への意識が高い #MeToo 運動以降、刑法も強化 

            結論：不正も犯罪も「起きる」が、透明性と対応力が違う 

観点 北欧 日本 

不正の発覚 早い、通報が活発 遅い、内部圧力で抑制 

処分 トップ辞任、説明責任 曖昧、責任の所在不明確 

報道の自由 高い 圧力・忖度の傾向あり 

犯罪対策 更生と社会復帰 厳罰と抑止重視 

市民の意識 公的情報へのアクセスが当たり前 無関心や「触れたくない」傾向 
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